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日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
八
〇

一　

は
じ
め
に

　

十
八
、
十
九
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
は
、
西
洋
文
朙
の
衝
擊
に
よ
り
近
代
へ
と
移
行

す
る
直
歬
の
近
世
末
朞
に
當
た
る
。
こ
の
時
朞
の
東
ア
ジ
ア
文
化
交

の
ひ
と
つ

の
特

は
、
漢
字
文
化
圈
に
屬
す
る
朝
鮮
、
日
本
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
中
國
近
鄰
諸

國
に
お
い
て
、
千
年
を
超
え
る
中
國
文
化
攝
取
受
容
の
結
果
、
そ
の
上
層
知

人

の
儒
學
、
佛
敎
な
ど
の
敎
養
お
よ
び
漢
文
漢
詩
の
創
作
能
力
が
、
同
時
朞
の
中
國

の
一

知

人
と
く
ら
べ
て
も
遜
色
の
な
い
も
の
と
な
り
、
中
國
を
含
む
圈
內
各

國
の
同
じ
價
値

、
同
じ
敎
養
を
共
㊒
す
る
知

人
同
士
の
個
人
的
交

が
、
こ

れ
以
歬
の
時
朞
に
く
ら
べ
て
よ
り
廣
い
範
圍
で
活
潑
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

特
に
こ
の
時
朞
、
日
本
と
淸
朝
が
正
式
の
外
交
關
係
を
も
た
ず
、
長
崎
を
通
じ

て
の
限
ら
れ
た
交

に
と
ど
ま
っ
た
の
に
對
し
、
淸
朝
、
日
本
の
雙
方
と
外
交
關

係
の
あ
っ
た
朝
鮮
の
知

人
は
、
每
年
の
よ
う
に
北
京
に
派
遣
さ
れ
た
燕
行
使
節
、

ま
た
德
川
將
軍

封
に
際
し
て
の
通
信
使
節
を
通
じ
て
、
淸
朝
、
日
本
の
知

人

と
相
對
的
に
頻
繁
に
交

す
る
機
會
を
も
っ
た
。
近
年
、
東
ア
ジ
ア
歬
近
代
交

史
の
視
點
か
ら
、
朝
鮮
の
燕
行
使
と
日
本
通
信
使
へ
の
關
心
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、

う
ち
淸
朝
と
朝
鮮
の
文
人
交

に
つ
い
て
の
先
驅
的
硏
究
と
し
て
、

塚
鄰
博
士

（
一
八
七
九―

一
九
四
八
）
の
『
淸
朝
文
化
東
傳
の
硏
究（
１
）』
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
書
は

者
が
京
城
帝
大
敎
授
在
任
當
時
に

集
し
た
大
量
の
關
連
㊮
料
、
文
物

を
も
と
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
硏
究
上
の
價
値
は
今
日
に
お
い
て
も
決
し

て
耀
き
を
失
っ
て
い
な
い
。

　

筆
者
は
昨
年
（
二
〇
一
四
）、

本
幸
夫
氏
の
紹
介
に
よ
り
、

塚
博
士
ご
遺
族

の
手
も
と
に
あ
っ
た
遺
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
博
士
の

書
は
戰
災
に

よ
り
大
半
が
燒
失
し
た
が
、
殘
り
は
戰
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
圖
書
館
の

に
歸

し
た
。
ま
た
金
正
喜
關
係
を
中
心
と
す
る
書
畫
㊮
料
の
多
く
は
、
先
年
、
ご
子
息

の

塚
朙
直
氏
に
よ
っ
て
韓
國
の
秋
史
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
筆
者
が
入
手
し

た
遺
品
は
、
い
わ
ば
そ
の
碩
果
僅
存
で
あ
る
が
、
中
に
は
『
淸
朝
文
化
東
傳
の
硏

究
』
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
㊮
料
も
あ
る
。
こ
の
點
に
鑑
み
、
筆
者
は
二
〇
一
五

年
二
⺼
二
二
日
、
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
い
て
遺
品
の
展
示
會
と
關
連

の
講
演
會
を
開
催
し
、

簞
な
目
錄
解
題
と
講
演
㊮
料
を
刊
行
し
た（
２
）。
本
稿
で
は
、

そ
の
う
ち
淸
朝
と
朝
鮮
の
交

に
關
す
る
も
の
に
限
り
、
目
錄
解
題
の
誤
り
を
訂

正
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
は
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
事
實
と
そ
の
背
景
を
や
や
詳

し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

十
八
・
十
九
世
紀
朝
鮮
燕
行
使
の
淸
朝
に
お
け
る
交

　
　
　
　

―

塚
鄰
博
士
遺
品
の
紹
介
を
通
じ
て―
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十
八
・
十
九
世
紀
朝
鮮
燕
行
使
の
淸
朝
に
お
け
る
交

一
八
一

柏
鄰
劉
栻
。

　

劉
栻
（
生
歿
年
不
朙
）
は
、
張
之
洞
『（
光
緖
）
順
天
府
志
』
卷
一
二
六
「

文

志
五
」
に
、「
劉
栻
，
一
石
山
房
詩
一
卷
，
存
。
栻
字
柏
鄰
，
寶
坻
人
，
布
衣
」、

ま
た
陶
樑
『
國
朝
畿
輔
詩
傳
』（
衟
光
十
九
年
紅
豆
樹
館

本
）
卷
六
十
に
、「
栻
字

柏
鄰
，
寶
坻
人
，
布
衣
。
㊒
一
石
山
房
詩
一
卷
」
と
あ
る
が
、
無
名
の
詩
人
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
出
身
地
の
寶
坻
は
、
天
津
の
北
。
こ
の
時
、
北
京
に
い
て

金
魯

、
命
喜
父
子
と
交
際
し
た
ら
し
い
。

　

金
命
喜
は
、
字
は
性
源
、
號
は
山
泉
。
一
八
一
〇
年
（
純
祖
十
）
に
進
士
と
な

り
、
弘
文
館
提
學
か
ら
江
東
縣
令
に
至
る
。
燕
行
時
、
北
京
で
金
石
學
者
の
劉
喜

海
、
吳

☃
た
ち
と
交
際
し
た
こ
と
、
ま
た
歸
國
後
、
劉
喜
海
に
朝
鮮
の
金
石
拓

本
を
贈
り
、
そ
の
『
海
東
金
石

』
の
編
纂
を
助
け
た
こ
と
は
、『
淸
朝
文
化
東

傳
の
硏
究
』
に
み
え
る
。

　

諸
升
（
ま
た
は
諸
昇　

一
六
一
七―

一
六
九
〇
以
後
）
は
、
杭
州
の
人
、
字
は
日
如
、

號
は
曦
庵
（『
國
朝
畫

錄（
３
）』）。『

子
園
畫
傳
』
二
集
の
「

譜
」
と
「
竹
譜
」

の
原
畫
を

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る（
４
）。
た
だ
し
こ
の
「
墨
竹
圖
」
に
は

款
が
な

く
、
傳
存
す
る
そ
の
眞
作（
５
）に
比
べ
る
と
、
構
圖
は
似
て
い
る
が
筆
の
タ
ッ
チ
が
粗

い
。
劉
栻
は
「
眞
跡
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
疑
問
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一

介
の
布
衣
詩
人
が
、
自
分
の
珍

す
る
繪
畫
を
わ
ざ
わ
ざ
表
裝
し
な
お
し
て
、
言

も
通
じ
な
い
見
ず
知
ら
ず
の

國
の
靑
年
に
贈
り
、
そ
の
將
來
を
祝
福
す
る
態

度
か
ら
は
、
朝
鮮
を
屬
國
と
み
な
す
中

思
想
的
な
優
越
意

は
感
じ
ら
れ
な
い
。

「
他
日
凌
雲
の
勢
い
此
の
如
き
者
あ
ら
ん
こ
と
を
祝
す
」
と
い
う
言

は
、
自
ら

の
果
た
せ
な
か
っ
た

を
、
こ
の

國
の

者
に
託
し
た
か
の
よ
う
に
も
讀
め
る

で
あ
ろ
う
。

二　

布
衣
詩
人
、
劉

が
金
命
喜
に
贈
っ
た

　
　

諸
日
如
「
墨
竹
圖
」（
掛
軸
）

　

阮
元
な
ど
淸
朝
第
一
級
の
文
人
、
學
者
と
交
際
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、『
淸
朝

文
化
東
傳
の
硏
究
』
で
そ
の
事
跡
が
詳
細
に
檢
證
さ
れ
た
金
正
喜
の
弟
、
金
命

喜
（
一
七
八
八―
一
八
五
七
、
號
は
山
泉
）
が
、
一
八
二
二
年
（
淸
・
衟
光
二
、
朝
鮮
・

純
祖
二
十
二
）
冬
至

謝
恩
正
使
と
し
て
燕
行
し
た
父
の
金
魯

（
號
は
酉
堂
）
に

子
弟
軍
官
と
し
て
隨
行
し
た
時
に
、
北
京
で
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。『
淸
朝
文

化
東
傳
の
硏
究
』
第
二
「
歸
東
篇
」
第
十

二
「
酉
堂
・
山
泉
の
燕
行
」
に
、
金

命
喜
が
北
京
で
交

し
た
淸
朝
文
人
の
一
人
と
し
て
劉
柏
鄰
（
柏
鄰
は
劉
栻
の
字
）

を
あ
げ
る
が
、
こ
の
繪
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。「
墨
竹
圖
」
の
左
右
兩
側
に
、

以
下
の
文
言
が
墨
書
し
て
あ
る
（
原
文
字
體
は
正
體
に
改
め
る
。
ま
た
句
讀
は
筆
者
に

よ
る
。
以
下
同
）。

　

諸
日
如
先
生
以
中
鋒
畫
竹
爲
國
初
宗
匠
。
此
其
眞
跡
也
。
惜
損
破
，
重
裝
之
，

猶
足
滌
人
心
志
。
癸
未
春
晤
山
泉
於
京
邸
。
其
言
論
丰
采
㊒
大
過
人
者
，
遂

交
。

因
以
贈
之
，
爲
祝
他
日
凌
雲
（
以
上
右
側
）
之
勢
㊒
如
此
者
。
日
如
名
升
，
錢
塘
人
。

衟
光
三
年
正
⺼
廿
㊒
八
日
，

於
一
石
山
房
。
柏
鄰
劉
栻
。「
燕
都
／
劉
栻
」〈
陰

朱
方
印
〉「
老
／
柏
」〈
陽

隸
體
朱
方
印
〉（
以
上
左
側
）

　

諸
日
如
先
生
は
中
鋒
の
畫
竹
を
以
て
國
初
の
宗
匠
た
り
。
此
れ
其
の
眞
跡
な
り
。

惜
む
ら
く
は
損
破
す
れ
ど
も
、
重
ね
て
こ
れ
を
裝
す
る
に
、
な
お
人
の
心
志
を
滌あ
ら

う
に
足
れ
り
。
癸
未
（
一
八
二
三
）
の
春
、
京
邸
に
於
い
て
山
泉
に
晤
う
。
其
の

言
論
と
丰
采
は
大
い
に
人
に
過
る
者
あ
り
、
遂
に
交
り
を

す
。
因
り
て
以
て
こ

れ
を
贈
り
、
た
め
に
他
日
凌
雲
の
勢
い
此
の
如
き
者
あ
ら
ん
こ
と
を
祝
す
。
日
如

の
名
は
升
、
錢
塘
の
人
。
衟
光
三
年
正
⺼
廿
㊒
八
日
、
一
石
山
房
に
於
い
て

す
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
八
二

　

柳
君

風
，
予
遇
之
書
肆
中
。
一
見
如
故
，
相
與
訂
交
。
既
半
⺼
敘
，
君

將

歸
東
海
。
正
未
知
相
逢
何
日
，
能
不
悵
然
。
君
屢
索
拙
作
，
自
顧
不
堪
呈
敎
。
君

行
㊒
日
，
情
不
能
已
，
姑
踐
昔
言
。
知
君
他
日
偶
一
展
玩
，
或

及
今
日
之
敘
云

爾
。
海
上
玉
水
曹
江
未
定
艸
。「
玉
水
」（
陽

朱
印
）

　

奇
緣

里
の
種
、
握
手
し
て
一
た
び

然
た
り
。
疋
（
雅
の
古
文
）

は
中
朝

に

れ
、
新
詩
は
古
驛
に
傳
う
。
情
の
投
ず
る
は
縞
紵
（
友
人
閒
の
贈
物
）
の
外
、

歸
路
は
海
雲
の
邊
。
た
と
え
ま
た
來
り
て
節
を
持
す
る
も
、
相
逢
う
は
ま
た
年
を

隔
て
ん
。
柳
君

風
、
予
は
こ
れ
に
書
肆
中
に
遇
う
。
一
見
し
て
故
の
如
く
、
相

と
も
に
交
り
を
訂
す
。
既
に
半
⺼
敘
し
て
、
君
ま
た
ま
さ
に
東
海
に
歸
ら
ん
と
す
。

正
に
い
ま
だ
知
ら
ず
相
逢
う
こ
と
何
れ
の
日
な
る
や
を
、
能
く
悵
然
た
ら
ざ
る
や
。

君
し
ば
し
ば
拙
作
を
索
む
る
も
，
自
ら
顧
て
呈
敎
に
堪
え
ず
。
君
行
く
に
日
あ

り
、
情
已
む
能
わ
ず
、
姑
く
昔
言
を
踐
す
。
君
他
日
た
ま
た
ま
一
た
び
展
玩
す
れ

ば
、
或
い
は
今
日
の
敘
に

い
及
ば
ん
こ
と
を
知
る
と
云
う
の
み
。
海
上
玉
水
曹

江
、
未
定
の
艸
。

つ
い
で
さ
ら
に
次
の
隸
書
の
一
文
が
あ
る
。

皇
王
施
令
，
寅
嚴
宗
誥
。
我
㊒
絲
言
，
兆
民
尹
好
。

風
先
生
復
索
八
分
，
不
敢

方
命
，
聊
博
一
哂
。
玉
水

書
。

皇
王
令
を
施
し
，
宗
誥
を
寅つ
つ
し

み
嚴
お
ご
そ
か

に
す
。
我
に
絲
言
あ
れ
ば
，
兆
民
ま
さ
に

好
む
。

風
先
生
ま
た
八
分
を
索
む
，
敢
え
て
命
に
方た
が

わ
ず
，
い
さ
さ
か
一
哂
を

博
す
。
玉
水
ま
た
書
す
。

　

こ
の
扇
面
は
『
淸
朝
文
化
東
傳
の
硏
究
』
卷
頭
の
圖
版
12
に
揭
げ
る
。
曹
江

（
生
歿
年
不
朙
）
に
つ
い
て
は
、
同
書
第
一
「
燕
行
篇
」
第
二

「
阮
堂
の
入
燕
と

三　

淸
朝

人
が
柳
得
恭
に
贈
っ
た
扇
面

　

柳
得
恭
（
一
七
四
九―

一
八
〇
七
）
は
、
十
八
世
紀
の
朝
鮮
に
起
っ
た
、
い
わ
ゆ

る
北
學
派
實
學
者
の
代
表
的
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
字
は

甫
、
號
は

風
、
泠

齋
、
泠
庵
、
古

堂
な
ど
。『
熱
河
日
記
』
の

者
と
し
て
㊒
名
な
朴
趾
源
に
師

事
し
、
一
七
七
四
年
（

祖
五
十
）
に
司
馬
試
に
合
格
、
一
七
七
九
年
（
正
祖
四
）

に
、
李
德
懋
、
朴
齊
家
、
徐
理
修
と
と
も
に
王
室
圖
書
館
で
あ
る
奎

閣
の
檢
書

と
な
り
、
當
時
、
四
檢
書
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
朴
齊
家
、
李
德
懋
、
李
書
九
と
共

に
漢
學
四
家
と
も
稱
さ
れ
る
。
詩
文
集
に
『
泠
齋
集
』、『
古

堂
筆
記
』
な
ど
が

あ
る
。

　

そ
の
燕
行
は
二
度
に
わ
た
り
、
ま
ず
一
七
九
〇
年
（
乾
隆
五
十
五
、
正
祖
十
四
）

に
進
賀
副
使
、
徐
浩
修
の
從
官
と
し
て
朴
齊
家
と
共
に
は
じ
め
て
淸
に
行
き
、
そ

の
見
聞
を
『
熱
河
紀
行
詩
註
（
灤
陽
錄
）』
に
ま
と
め
た
。
つ
い
で
一
八
〇
一

年
（
嘉
慶
六
、
純
祖
元
）
に
謝
恩
使
に
隨
行
し
て
再
度
、
朴
齊
家
と
燕
行
、『
燕
臺

再
遊
錄
』
を

す
。
二
回
の
燕
行
中
、
紀
昀
、
李
調
元
、
李
鼎
元
、
阮
元
、
羅

聘
、
陳
鱣
、
黃
丕
烈
な
ど
、
當
時
の
錚
々
た
る
學
者
、
文
人
と
交

し
た
こ
と
は
、

『
淸
朝
文
化
東
傳
の
硏
究
』
總
說
第
六

「
朴
楚
亭
・
柳

風
の
入
燕
と
淸
儒
」

に
詳
し
い
。

　

以
下
に
紹
介
す
る
扇
面
四
點
は
、
す
べ
て
再
遊
の
時
に
北
京
で
淸
朝
の
文
人
か

ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
う
ち
①
②
③
に
つ
い
て
は
『
燕
臺
再
遊
錄
』
に
關
連
記
事

が
あ
る
。
た
だ
し
『
淸
朝
文
化
東
傳
の
硏
究
』
で
は
①
の
み
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

①　

曹
江
「
送
別
詩
及
隸
書
扇
面
」

　

奇
緣

里
種
，
握
手
一

然
。
疋

中
朝

，
新
詩
古
驛
傳
。
投
情
縞
紵
外
，

歸
路
海
雲
邊
。
縱
復
來
持
節
，
相
逢
也
隔
年
。



十
八
・
十
九
世
紀
朝
鮮
燕
行
使
の
淸
朝
に
お
け
る
交

一
八
三

玉
水
は
恩
に
て
七
品
廕
生
を
給
せ
ら
れ
、
母
を
奉
じ
て
京
師
に
寓
居
し
、
戶

尙

書
朱
珏
の
從
孫
女
を
聘
す
。
曹
習

仁
虎
は
乃
ち
其
の
同
宗
の
叔
輩
、
副
都

史

の
陸
錫
熊
、
王

泉
昶
の
子
肈
嘉
は
皆
其
の
姊
夫
な
り
。
姻
族
は
多
く
名

、
し

か
し
て
性
は
沈
靜
喜
ぶ
べ
し
。
約
し
て
廠
中
に
游
ば
ん
と
す
る
に
，
則
ち
肯
ん
ぜ

ず
、
曰
く
、「
此
れ
名
利
の
場
、

を
招
き
易
し
」
と
、
其
言

た
是
な
り
。
別

れ
に
臨
み
て
余
に
扇
を
贈
る
。
題
詩
に
云
う
、「
奇
緣

里
種
，
握
手
一

然
。

雅

中
朝

，
新
詩
古
驛
傳
。
投
情
縞
紵
外
，
歸
路
海
雲
邊
。
縱
復
來
持
節
，
相

逢
也
隔
年
。」

た
劉
中
堂
墉
の
一
對
及
び
其
の
館
師
唐
晟
の
一
對
を
以
て
贈
ら

る
。
余
一
日
玉
水
を
訪
ぬ
る
に
、
…
…
玉
水
余
に
謂
て
曰
く
、「
君
僕
人
を
呼
ぶ

を
見
る
た
び
に
、
是
れ
伊
隆
納
に
似
た
り
。
何
ぞ
や
」
と
。
余
曰
く
、「
我
れ
君

の
僕
を
呼
ぶ
を
見
る
に
、
曰
く
來
啊
と
。
此
の
類
な
り
」
と
。
玉
水
曰
く
、「
君

何
ぞ
其
れ
長
き
や
」
と
。
余
曰
く
、「
君
は
何
ぞ
其
れ
短
き
や
」
と
、
之
と
一
笑

す
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
二
人
は
瑠
璃
廠
の
書
肆
で
偶
然
知
り
合
い
、
ノ
ッ
ポ
、
チ
ビ
と

互
い
に
戲
れ
る
ま
で
急
速
に
親
し
く
な
っ
た
。
曹
江
が
尋
ね
た
「
伊
隆
納
」
は
、

朝
鮮
語
の
「
이
리　

오
너
라
（iri oneora

）」
す
な
わ
ち
「
こ
っ
ち
に
來
い
」
と
い

う
意
味
で
、
中
國
語
の
「
來
啊
」
に
當
た
る
。
柳
得
恭
は
中
國
語
を
多
少
解
し
た

ら
し
い
。
し
か
し
交

は
お
も
に
筆
談
に
由
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

曹
江
の
父
、
曹
錫
寶
（
一
七
一
九―

九
二
）
は
、
一
七
五
七
年
（
乾
隆
二
二
）
の

進
士
で
、
官
は
陝
西
衟
監
察

史
に
至
る
。

臣
、
和
珅
を
彈

し
て
罷
免
さ
れ

た
が
、
死
後
、
和
珅
の
失
脚
に
よ
り
副
都

史
を
追
贈
さ
れ
た
。
そ
の
傳
は
『
淸

史
稿
』
卷
三
二
二
に
あ
り
、
子
の
曹
江
は
恩
廕
に
よ
り
官
に
就
き
、
ま
た
能
文
の

者
に
乞
う
て
父
祖
の
功
績
を
詩
歌
に
詠
み
世
に
傳
え
た
こ
と
が
見
え
る（
７
）。
曹
江
は

名
門
の
貴
公
子
と
言
っ
て
よ
い
。

曹
玉
水
」、
ま
た
第
二
「
歸
東
篇
」
第
十
一

「
曹
玉
水
・
周
吉
人
・
陳
石
士
と

阮
堂
」
に
詳
し
い
。
彼
は
こ
の
時
、
柳
得
恭
に
會
っ
た
の
を
緣
と
し
て
、
後
に
金

正
喜
、
命
喜
兄
弟
と
も
交
際
し
た
。
こ
の
時
朞
の
朝
鮮
と
淸
朝
交

史
上
の
重
要

人
物
で
あ
る
。

　

以
下
、『
淸
朝
文
化
東
傳
の
硏
究
』
の
記
述
と
一

重
複
し
つ
つ
、
同
書
が
ふ

れ
て
い
な
い
事
實
を
補
う
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
曹
江
に
つ
い
て
は
、
柳
得
恭
『
燕

臺
再
遊
錄（
６
）』
辛
酉
四
⺼
十
五
日
の
條
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

　

曹
江
字
玉
水
，
江

靑
浦
人
。
書
肆
中

之
。
年
二
十
一
，
美
姿
容
。
問
其
所

寓
，
正
陽
門
外

家
衚
衕
雲
閒
會
館
也
。
出
游

璃
廠
，
時
多
歷
訪
。
見
其
獨
處

習
隸
書
，
日
益
親
，
備
問
家
閥
。
玉
水
父
錫
寶
，
字
劍
亭
。
乾
隆
末
，
以
監
察

史

奏
大
學
士
和
珅
。
現
贈
副
都

史
。
玉
水
恩
給
七
品
廕
生
。
奉
母
寓
居
京
師
。

聘
戶

尙
書
朱
珏
從
孫
女
。
曹
習

仁
虎
，
乃
其
同
宗
叔
輩
。
副
都

史
陸
錫
熊
、

王

泉
昶
子
肈
嘉
，
皆
其
姊
夫
也
。
姻
族
多
名

，
而
性
沈
靜
可
喜
。
約
游
廠
中
，

則
不
肯
曰
︰
「
此
名
利
場
，
易
招

。」
其
言

是
也
。
臨
別
贈
余
扇
。
題
詩
云

︰
「
奇
緣

里
種
，
握
手
一

然
。
雅

中
朝

，
新
詩
古
驛
傳
。
投
情
縞
紵
外
，

歸
路
海
雲
邊
。
縱
復
來
持
節
，
相
逢
也
隔
年
。」

以
劉
中
堂
墉
一
對
及
其
館
師

唐
晟
一
對
見
贈
。
余
一
日
訪
玉
水
，（
中
略
）
玉
水
謂
余
曰
︰
「
每
見
君
呼
僕
人
，

似
是
伊
隆
納
。
何
也
？
」
余
曰
︰
「
我
見
君
呼
僕
，
曰
來
啊
。
此
之
類
也
。」
玉

水
曰
︰
「
君
何
其
長
也
？
」
余
曰
︰
「
君
何
其
短
也
？
」
與
之
一
笑
。（
下
略
）

　

曹
江
字
は
玉
水
、
江

靑
浦
の
人
。
書
肆
中
に
こ
れ
を

る
。
年
二
十
一
、
姿

容
美
し
。
其
の
寓
す
る
所
を
問
う
に
、
正
陽
門
外

家
衚
衕
の
雲
閒
會
館
な
り
。

璃
廠
に
出
游
す
る
に
、
時
に
多
く
歷
訪
す
。
其
の
獨
處
し
て
隸
書
を
習
う
を
見

て
日
に
益
ま
す
親
し
く
，
備
に
家
閥
を
問
う
。
玉
水
の
父
錫
寶
、
字
は
劍
亭
。
乾

隆
末
に
監
察

史
を
以
て
大
學
士
和
珅
を

奏
し
、
現
に
副
都

史
を
贈
ら
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
八
四

鮮
の
領
土
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
、
右
の
「
渤
海
考
序
」
は
物
語
っ
て
い

る
。「
渤
海
考
」
が
書
か
れ
た
の
は
一
七
八
四
年
（
正
祖
八
）、
す
な
わ
ち
最
初
の

燕
行
の
六
年
歬
で
あ
り
、
彼
が
早
く
か
ら
こ
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。『
燕
臺
再
遊
錄
』
に
は
、
彼
が
「
渤
海
考
」
の
義
例
を
紀
昀
に
贈
っ

た
こ
と
が
み
え
て
い
る（
９
）。

　

一
方
の
曹
江
は
、
滿
州
族

治
下
の
漢
民
族
と
し
て
の
屈
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、

淸
朝
高
級
官
僚
の
子
弟
に
ふ
さ
わ
し
い
中
國
中
心
の
天
朝
思
想
を
も
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
彼
が
柳
得
恭
の
求
め
に
應
じ
た
揮
毫
に
、
わ
ざ
わ
ざ
中
國
皇
帝
の
政
令

の
普
遍
性
を
說
く
『
文
心
雕
龍
』
の
贊
を
選
び
、
柳
得
恭
が
そ
れ
を
無
視
し
て
記

錄
に
と
ど
め
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
兩
者
の

妙
な
行
き
違
い
が
示
さ
れ
て
い
よ

う
。
す
な
わ
ち
個
人
的
な
友
誼
は
友
誼
と
し
て
、
兩
者
の
國
家

に
は
大
き
な
隔

た
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
國
家

の
齟
齬
を
棚
上
げ
し
た
と
こ
ろ

で
、
兩
者
の
個
人
的
友
誼
は
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
柳
得
恭
の
友
人
、

同
志
で
あ
り
、
二
度
の
燕
行
を
共
に
し
た
朴
齊
家
は
、「
渤
海
考
」
の
た
め
に
序

文
を
書
い
て
い
る
が（
（（
（

、
そ
こ
で
彼
が
述
べ
て
い
る
こ
と
も
柳
得
恭
の
主
張
と
ほ
ぼ

同
じ
で
、
こ
の
よ
う
な
考
え
が
決
し
て
柳
得
恭
一
人
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

ち
な
み
に
、
彼
ら
が
渤
海
に
㊟
目
し
た
の
は
、
當
時
、
日
本
通
信
使
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
渤
海
と
日
本
と
の
外
交
關
係
に
關
す
る
知

が
ひ
と
つ
の
刺
激
に

な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
柳
得
恭
、
朴
齊
家
の
友
人
で
、
や
は
り
燕
行
の
經
驗
の

あ
る
李
德
懋
は
、
柳
得
恭
の
「
渤
海
考
」
に
關
連
し
て
、「
渤
海
通
日
本（
（（
（

」
を
書

い
た
が
、
こ
れ
は
『
續
日
本
紀
』
か
ら
渤
海
關
係
の
記
事
を
引
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
日
本
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
一
七
六
三
年
（
日
本
・
寶
曆
十
三
、
朝

鮮
・

祖
三
十
九
）
に
來
日
し
た
第
十
一
次
の
通
信
使
節
、
特
に
歸
國
後
『
和
國

志
』
を

し
た
書
記
の
元
重
舉
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
李
德
懋
が

　

そ
の
五
律
の
詩
は
、
送
別
に
當
た
り

國
の
友
人
を
思
う
情
愛
に
溢
れ
て
い
る

が
、
柳
得
恭
の
さ
ら
な
る
求
め
に
應
じ
て
書
い
た
八
分
（
隸
書
）
の
文
句
は
や
や

趣
が

な
る
。「
皇
王
施
令
」
云
々
は
、『
文
心
雕
龍
』「
詔

篇
」
の
「
贊
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
天
子
の
命
令
に

民
が
つ
つ
し
み
、
か
つ
よ
ろ
こ
ん
で
從
う
と

い
う
意
味
で
、
相
手
が
朝
鮮
の
使
節
で
あ
る
こ
と
を
意

し
て
書
い
た
に
違
い
な

い
。
柳
得
恭
は
『
燕
臺
再
遊
錄
』
に
お
い
て
、
送
別
の
詩
は
も
と
よ
り
、
曹
江
の

餞
別
の
品
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
詳
し
く
記
錄
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
か

同
じ
扇
面
に
書
か
れ
た
こ
の
『
文
心
雕
龍
』
の
贊
に
は
觸
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は

な
ぜ
で
あ
ろ
う
。

　

柳
得
恭
に
「
渤
海
考
」
と
い
う
文

が
あ
る
。
こ
れ
は
七
世
紀
か
ら
十
世
紀
に

か
け
て
、
現
在
の
中
國
東
北
地
方
に
あ
っ
た
渤
海
國
の
歷
史
、
地
理
、
制
度
に
つ

い
て
の
論
考
で
あ
る
が
、
そ
の
序
文
に
み
え
る
執
筆
意
圖
を
要
約
す
る
と
、
朝

鮮
王
朝
の
歬
の
高
麗
が
、
そ
れ
以
歬
の
新
羅
、
百
濟
、
高
句
麗
の
歷
史
に
つ
い

て
『
三
國
史
記
』
を
撰
し
た
の
は
當
然
で
あ
る
が
、
渤
海
は
高
句
麗
の
遺
民
が
建

て
た
國
で
あ
り
、
新
羅
と
は
南
北
國
の
關
係
に
あ
っ
た
の
に
、
そ
の
歷
史
を
書
か

な
か
っ
た
の
は
不
當
で
あ
り
、
渤
海
の
歷
史
を
正
確
に
記
錄
し
て
、
そ
の
故
土
に

對
す
る
主

を
契
丹
や
女
眞
に
主
張
す
べ
き
で
あ
っ
た
、
高
麗
が
弱
國
と
な
っ
た

の
は
渤
海
の
故
地
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
こ
で
お
そ
ま
き
な
が
ら

「
遂
に
渤
海
の
事
を
撰
次
し
た
」
と
言
う
の
で
る（
８
）。

　

よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
朞
の
朝
鮮
の
知

人
は
、
い
わ
ゆ
る
小
中

思
想
を
も
ち
、
淸
朝
を
夷
狄
視
し
て
い
た
。
柳
得
恭
ら
の
北
學
派
は
、
從
來
の
こ

の
よ
う
な
淸
朝

視
に
對
す
る
反
省
か
ら
、
現
實
の
淸
朝
の
先
進
文
化
を
攝
取
し

よ
う
と
し
て
起
っ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
對
淸
朝

も
、
根
本
的
に
は
小
中

意

を
完
全
に
拂
拭
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
柳
得
恭

は
、
淸
朝
の
祖
先
の
地
で
あ
る
滿
洲
は
、
高
句
麗
、
渤
海
、
高
麗
を
繼
承
し
た
朝



十
八
・
十
九
世
紀
朝
鮮
燕
行
使
の
淸
朝
に
お
け
る
交

一
八
五

雖
も
，
胸
中
却
て
一
個
の
字
な
く
、
た
だ
善
く
梅
を
畫
く
」
と
。
余
曰
く
、「
孝

に
し
て
且
つ
廉
な
れ
ば
、
何
ぞ
必
ず
し
も
多
く
字
を

ら
ん
」
と
。
尋
い
で
其
の

梅

一
幅
を
得
た
る
に
果
し
て
好
し
。
朱
子
の
詩
句
を
題
し
て
云
う
、「
仙
人
氷

☃
の
姿
，
貞
秀
倫
儗
を
絕
す
」
と
。
ま
た
扇
面
に
梅
を
寫
し
て
余
に
贈
る
、
題
に

云
う
、「
冷
澹

高
淸
瘦
奇
。
此

惟
㊒
此
君
知
。
自
從
和
靖
先
生
後
，
不
着
人

閒
一
句
詩
」
と
。
筆
蹟
亦
た
妙
絕
。
詩
は
澹
吟
樓
の
句
と
稱
す
る
も
、
誰
の
作
や

を
知
ら
ず
。
甚
だ
佳
し
、
或
い
は
其
れ
自
ら
號
す
の
み
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
沈
剛
は
曹
江
の
友
人
で
あ
っ
た
。
沈
剛
（
生
歿
年
不
朙
）、
字

は
心
源
、
號
は
唐
亭
、
ま
た
唐
堂
。
婁
縣
（
現
在
の
上
海
市
松
江
）
の
人
。
舉
人
。

竹
畫
、
篆

を
よ
く
す
。

爲
銘
『
廣
印
人
傳
』
卷
十
二
に
見
え
る（

（（
（

。
朱
子

の
詩
句
は
絕
句
「
梅
堤
」
の
歬
半
（『
晦
庵
集
』
卷
三
、「
儗
」
は
も
と
「
擬
」）、
こ

の
「
梅

一
幅
」
は
傳
わ
ら
な
い
。
そ
の
先
祖
、
沈
度
は
永
樂
閒
の
宮
廷
書
家
で
、

『
朙
史
』「
文

傳
」（
卷
二
八
六
）
に
傳
が
あ
る
。

　

澹
吟
樓
の
詩
、
柳
得
恭
は
沈
剛
自
身
か
と
疑
う
が
、
こ
れ
は
沈
剛
の
同
鄕
の
先

輩
詩
人
、
張
梁
の
作
で
あ
る
。
張
梁
（
一
六
八
三―

一
七
五
六
）、
字
は
奕
山
、
號

は
幻

居
士
。
婁
縣
の
人
、
一
七
一
三
年
（
康
熙
五
二
）
の
進
士
。
武

殿
纂
修

官
と
な
り
、
の
ち
官
を
辭
し
て
鄕
里
に
隱
棲
し
た
。『
國
朝
詩
人

略
』
卷
二
一
、

『
湖
海
詩
傳
』
卷
一
に
傳
が
あ
る
。「
冷
澹

高
」
云
々
の
七
絕
は
、
そ
の
『
澹
吟

樓
詩
鈔
』
卷
八（
（（
（

に
「
題
畫
梅
」
と
し
て
見
え
、
字
句
に

同
は
な
い
。
沈
剛
は
同

鄕
の
先
輩
詩
人
の
詩
を
も
っ
て
、

國
の
友
人
の
歸
國
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。

③　

寶

「
墨
竹
扇
面
」

畫
竹
不
在
多
，
數
竿
亦
已
足
。
夜
半
起
秋
風
，

戛
寒
玉
。
泠
齋
先
生
政
。

寶

。「
寶

」（
陰

朱
印
）「
虎
伯
」（
陽

朱
印
）

『
和
國
志
』
を
參
考
と
し
て
書
い
た
『
蜻
蛉
國
志（
（（
（

』
に
も
、
や
は
り
渤
海
と
日
本

の
交

に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。
柳
得
恭
に
は
『
蜻
蛉
國
志
』
の
序
、
ま
た
元

重
舉
ら
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
日
本
人
の
詩
を
李
書
九
が
選
ん
だ
『
日
東
詩

選
』
の
序
が
あ
り（
（（
（

、
日
本
に
つ
い
て
も
か
な
り
の
知

を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
。

彼
ら
北
學
派
に
於
い
て
は
淸
朝
と
と
も
に
日
本
へ
の
關
心
も
見
ら
れ
、
兩
者
は
つ

な
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②　

沈
剛
「
梅

圖
題
詩
扇
面
」

　

冷
澹

高
淸
瘦
奇
。
此

惟
㊒
此
君
知
。
自
從
和
靖
先
生
後
，
不
着
人
閒
一
句

詩
。
書
澹
吟
樓
句
，
爲
古

先
生
政
。
唐
亭
沈
剛
。「
唐
亭
」（
陽

朱
印
）

　

冷
澹
に
し
て

高
た
り
淸
瘦
の
奇
。
此
の

は
惟
だ
此
の
君
㊒
り
て
知
る
。
和

靖
先
生
の
後
よ
り
，
人
閒
一
句
の
詩
を
着
せ
ず
。
澹
吟
樓
の
句
を
書
し
、
古

先

生
の
政
（
正
と
同
じ
）
の
爲
に
す
。
唐
亭
沈
剛
。

　

沈
剛
お
よ
び
そ
の
扇
面
詩
に
つ
い
て
は
、『
燕
臺
再
遊
錄
』
四
⺼
十
五
日
に
次

の
よ
う
に
み
え
る
。

　

沈
剛
號
唐
亭
，
江

松
江
人
，
皇
朙
侍
講
學
士
度
後
孫
。
曹
玉
水
處

之
。
玉

水
每
戲
之
曰
︰
「
此
公
雖
孝
廉
，
胸
中
却
無
一
個
字
，
只
善
畫
梅
。」
余
曰
︰

「
孝
且
廉
，
何
必
多

字
？
」
尋
得
其
梅

一
幅
，
果
好
。
題
朱
子
詩
句
云
︰

「
仙
人
氷
☃
姿
，
貞
秀
絕
倫
儗
。」

於
扇
面
寫
梅
贈
余
，
題
云
︰
「
冷
澹

高
淸

瘦
奇
。
此

惟
㊒
此
君
知
。
自
從
和
靖
先
生
後
，
不
着
人
閒
一
句
詩
。」
筆
蹟
亦

妙
絕
。
詩
稱
澹
吟
樓
句
，
不
知
誰
作
。
甚
佳
，
或
其
自
號
爾
。

　

沈
剛
號
は
唐
亭
、
江

松
江
の
人
、
皇
朙
の
侍
講
學
士
度
の
後
孫
。
曹
玉
水
の

處
に
て
之
を

る
。
玉
水
つ
ね
に
之
に
戲
れ
て
曰
く
、「
此
公
孝
廉
（
舉
人
）
と
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週
壽
昌
が
曺
寅
承
に
贈
っ
た
「
書

其
昌

　
　
　

倣
米
畫
題
扇
面
」
と
「
秋
江
詩
趣
圖
扇
面
」

　

歬
者
に
は
、
以
下
の
題
字
が
あ
る
。

　

米
元

作
畫
，
一
正
畫
家
謬
習
。

其
高
自
標
置
，
謂
無
一
點
吳
生
習
氣
。

云
︰
王
維
之
跡
，
殆
如

畫
，
眞
可
一
笑
。

唐
人
畫
法
至
宋
乃
暢
，
至
米

一

變
耳
。

文
敏
倣
米
畫
自
跋
，
臨
似
東
谷
星
使
兄
臺
雅
屬
。
時
壬
午
仲
春
。
自

周
壽
昌
。

「
自
盦
」（
陽

朱
印
）

　

米
元

畫
を
作
り
、
一
に
畫
家
の
謬
習
を
正
せ
り
。
其
の
高
く
自
ら
標
置
す
る

を

る
に
、
謂
ら
く
一
點
の
吳
生
（
吳
衟
子
）
の
習
氣
も
な
し
。

云
う
、
王
維

の
跡
、
殆
ん
ど

畫
の
如
く
、
眞
に
一
笑
す
べ
し
。

し
唐
人
の
畫
法
は
宋
に
至

り
て
乃
ち
暢
び
、
米
に
至
り
て
ま
た
一
變
せ
し
の
み
。

文
敏
の
米
の
畫
に
倣
う
の
自
跋
、
東
谷
星
使
兄
臺
の
雅
屬
に
臨
み
て
似
（
示
と

同
じ
）
す
。
時
に
壬
午
仲
春
。
自

周
壽
昌
。

　
「
米
元

作
畫
」
云
々
は

其
昌
（
諡
は
文
敏
）『
畫
禪
室
隨
筆
』
卷
二
「
倣
米

畫
題
」
の
歬
半
で
あ
る
。

　

後
者
に
は
、「
秋
江
詩
趣
，
自
衟
人
隨
意
仿
元
人
筆
」（
秋
江
詩
趣
、
自
衟
人
隨
意

に
元
人
の
筆
に
仿
う
）
と
あ
り
、「
自
盦
」（
陰

朱
印
）
を
鈐
す
。

　

周
壽
昌
（
一
八
一
四―

八
四
）
は
、
湖
南
長
沙
の
人
で
、
字
は
應
甫
，
號
は
自
庵
。

一
八
四
五
（
衟
光
二
五
）
の
進
士
。
翰
林
院
に
入
り
、
光
緖
年
閒
に
は
內
閣
學
士

禮

侍
郞
に
至
る
。

に
『
思
益
堂
詩
集
』、『
歬
漢
書
㊟
校
補
』
あ
り
。『
晚

竹
を
畫
く
は
多
き
に
在
ら
ず
，
數
竿
ま
た
已
に
足
れ
り
。
夜
半
秋
風
起
り
，

と
し
て
寒
玉
を
戛
す
。
泠
齋
先
生
政た
だ

せ
。

寶

。

　
『
燕
臺
再
遊
錄
』
辛
酉
四
⺼
十
五
日
に
、「

寶

，
字
虎
伯
，
江
南
嘉
定
人
。

贈
余
墨
竹
畫
扇
。
題
詩
云
︰
畫
竹
不
在
多
，
數
竿
亦
已
足
。
夜
半
起
秋
風
，

戛
寒
玉
」
と
、
本
詩
が
記
錄
さ
れ
て
い
る
。

　

寶

は
、
端
方
の
『
壬
寅
銷
夏
錄
』
に
そ
の
詩
が
記
錄
さ
れ
て
い
る（
（（
（

ほ
か
、

盛
大
士
『

愫
閣
詩
集
』（
衟
光
元
年

本
）
卷
七
に
盛
大
士
と

寶

の
「
韜
光

寺
聯
句
」
が
見
え
る
が
、
詳
し
い
事
跡
は
不
朙
で
あ
る
。

④　

張
衟
渥
「
水
墨
畫
扇
面
」

　
「
水
屋
衟
人
，
爲
泠
齋
先
生
作
」
と
署
名
し
、「
水
」「
屋
」
の
二
印
（
陰

朱
印
）
を
鈐
す
。

衟
渥
に
つ
い
て
は
『
燕
臺
再
遊
錄
』
に
記
述
が
な
い
が
、

一
七
九
二
年
（
乾
隆
五
七
、
正
祖
十
六
）
の
冬
至
使
に
隨
行
し
た
金
正
中
の
『
燕
行

錄（
（（
（

』
翌
年
三
⺼
十
六
日
の
條
に
、「
張
衟
渥
，
字
水
屋
，
號

覺
，
太
原
人
。
善

詩
畫
，
尤
工
指
隸
。
官
至
揚
州
刺
史
，
今
爲

在
家
」
と
あ
り
、
朴
齊
家
の
詩

に
は
後
に
復

し
た
こ
と
が
見
え
る（
（（
（

。

　

張
衟
渥
、
字
は
水
屋
、
封
紫
，
號
は
竹
畦
，
ま
た
張
風
子
、
山
西
平
陽
府
浮
山

縣
の
人
で
、
詩
書
畫
と
も
に
善
く
し
た
と
言
う
。『
晚
晴
簃
詩
匯
』
卷
一
〇
三
に
、

「
張
衟
渥
，
字
水
屋
，
浮
山
人
，
諸
生
。
官
霸
州
知
州
，
㊒
『
水
屋
剩
稿
』」
と
し

て
詩
一
首
を
錄
し（
（（
（

、『
淸
詩
紀
事
』
に
も
關
連
記
事
が
あ
る（
（（
（

。
ま
た
翁
方
綱
と
親

交
が
あ
っ
た
よ
う
で（
（（
（

、
柳
得
恭
の
友
人
、
朴
齊
家
、
李
德
懋
は
翁
方
綱
と
交
涉
が

あ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
緣
で
張
衟
渥
と
知
り
合
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
指
隸

（
指
で
書
い
た
隸
書
）
に
巧
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
中
國
の
㊮
料
に
は
見
え
な
い
よ

う
で
あ
る
。



十
八
・
十
九
世
紀
朝
鮮
燕
行
使
の
淸
朝
に
お
け
る
交

一
八
七

領
侍
衞
內
大
臣
、
愨
勤
公
、
金
公
德
雲
之

。
朝
鮮
國
淑
夫
人
、
大
淸
誥
贈
一
品

夫
人
崔
氏
祔
左
。

②　
「
誥
命
碑
」
拓
本

奉
天
承
運
皇
帝
制
曰
︰
國
㊒
爪
牙
之
選
，
克
宣
力
於
旂
常
。
朝
頒
綸
綍
之
榮
，

必
勤
思
於
水
木
。
用
褒
先
世
，
以
大
追
崇
。
爾
德
雲
乃
管
理
上
駟
院
院
務
、
散

秩
大
臣
、
提
督
南
海
子
、
總
理
鳥
鎗

佐
領
、
加
二
級
常
朙
之
曾
祖
父
。
樹
德

務

，
發
祥
㊒
自
。
敦
詩
說
禮
，
克
垂
樽
俎
之
猷
。
勈
戰

官
，
早
裕
熊
羆
之
略
。

以
覃
恩
，
贈
爾
爲
光
祿
大
夫
，
錫
之
誥
命
。
於
戲
。
懋
功
㊒
賞
，
榮
則

於
所

生
。
慶
典
欣
逢
，
恩
不
忘
其
自
出
。
加

秩
，
尙
克
欽
承
。
乾
隆
二
十
四
年
，

加
贈
太
子
太
保
、
領
侍
衞
內
大
臣
、
愨
勤
公
。
雍
正
元
年
誥
命
。
乾
隆
二
十
四
年

加
贈
。
五
十
六
年
改
竪
。（
訓
讀
省
略
）

　

こ
の
兩
者
は
あ
る
い
は
同
じ
碑
の
表
と
裏
で
あ
っ
た
か
と
も
思
え
る
が
、
拓
本

だ
け
で
は
確
認
で
き
な
い
。
內
容
は
要
す
る
に
、雍
正
元
年
（
一
七
二
三
）
に
「
管

理
上
駟
院
院
務
」
等
の
官
に
あ
っ
た
常
朙
な
る
人
物
の
曾
祖
父
で
あ
る
朝
鮮
の
金

德
雲
と
妻
の
崔
氏
に
對
す
る
追
贈
と
乾
隆
二
十
四
年
（
一
七
五
九
）
に
お
け
る
加

贈
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
う
ち
「
誥
命
碑
」
は
柳
得
恭
の
『
灤
陽
錄
』
に
引
用

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
說
朙
に
よ
る
と
常
朙
は
朝
鮮
義
州
の
出
身
で
、
乾
隆
時
の
工

尙
書
、
金

は
常
朙
の
從
孫
で
あ
る
と
言
う（
（（
（

。
ま
た
『
朝
鮮
王
朝
實
錄
』
の
中

に
も
關
連
記
事
が
多
數
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
常
朙
の
曾
祖
父
は
淸
の
太
宗
が

朝
鮮
に
侵
攻
し
た
丁
卯
胡
亂
（
一
六
二
七
）
の
時
に
捕
虜
と
な
っ
た
が
、
常
朙
の

母
が
康
熙
帝
の
乳
母
で
あ
っ
た
た
め
、
康
熙
、
雍
正
兩
帝
の

愛
を
受
け
出
世
し
、

そ
の
先
祖
の

碑
を
故
鄕
の
義
州
に
建
て
た
も
の
で
、
朝
鮮
使
節
の
た
め
に
種
々

の
便
宜
を
圖
り（
（（
（

、
特
に
『
朙
史
』
編
纂
時
に
お
い
て
、
そ
の
「
朝
鮮
傳
」
の
內
容

が
㊒
利
に
な
る
よ
う
斡
旋
し
た
と
い
う（
（（
（

。
康
熙
帝
の
乳
母
と
い
え
ば
、『
紅
樓

』

晴
簃
詩
匯
』
卷
一
四
七
、
孫
雄
『
衟
咸
同
光
四
朝
詩
史
』
甲
集
卷
二
（
淸
宣

二

年

本
）
に
傳
が
あ
る
。

　

扇
面
を
贈
ら
れ
た
東
谷
と
は
、
壬
午
す
な
わ
ち
一
八
八
二
年
（
光
緖
八
、
高
宗

十
九
）
の
歬
年
の
朝
鮮
冬
至
使
書
狀
官
で
あ
っ
た
曺
寅
承
（
一
八
四
二―

九
六
）
の

號
で
あ
る（
（（
（

。
一
八
八
二
年
と
い
え
ば
、
日
本
の
壓
力
に
よ
り
朝
鮮
が
開
國
し
た
江

島
條
約
（
一
八
七
六
）
の
後
、
壬
午
軍
亂
が
發
生
、
日
本
公
使
館
が
朝
鮮
の
反

亂
軍
に
よ
り

擊
さ
れ
、
日
本
と
の
閒
に
濟
物
浦
條
約
が

結
さ
れ
た
年
で
あ
る
。

日
淸
戰
爭
の
歬
夜
、
東
ア
ジ
ア
の
國
際
情
勢
が
大
き
く
變
化
し
た
時
朞
で
あ
り
、

曺
寅
承
は
一
八
九
一
年
に
は
冬
至
使
の
副
使
と
し
て
再
度
、
北
京
に
赴
い
た（

（（
（

。
淸

朝
へ
の
冬
至
使
の
派
遣
は
、
こ
の
翌
年
、
一
八
九
二
年
（
高
宗
二
九
）
が
最
後
で

あ
る
。
そ
の
後
は
吏
曹
參

、
協
辦
內
務
府
事
、
中
樞
院
一
等
議
官
な
ど
を
歷
任
、

日
本
と
の
外
交
交
涉
に
當
た
っ
た
が
、
一
八
九
六
年
、
春
川
府

察
使
の
任
中
に
、

日
本
に
よ
る
閔
妃
殺
害
事
件
後
に
蜂
起
し
た
義
兵
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
死
後
、
正

二
品
奎

閣
大
提
學
、
諡
忠
憲
を
追
贈
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

以
上
、
朝
鮮
の
燕
行
使
節
、
金
命
喜
、
柳
得
恭
、
曺
寅
承
の
三
人
に
贈
ら
れ
た

淸
朝
文
人
の
書
畫
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
文
人
は
、
朝
鮮
使
節
が
同
時

朞
に
交

し
た
紀
昀
、
李
調
元
、
阮
元
、
黃
丕
烈
な
ど
の
㊒
名
人
に
く
ら
べ
れ
ば
、

重
要
性
、
話
題
性
と
も
に
遜
色
が
あ
ろ
う
が
、
燕
行
使
と
淸
朝
文
人
の
交

の
裾

野
の
廣
さ
を
知
る
う
え
で
は
、
な
お
價
値
を
㊒
す
る
で
あ
ろ
う
。

五　
「
金
德
雲

碑
」
と
「
誥
命
碑
」
拓
本

　

塚
博
士
の
遺
品
の
中
に
は
、
歬
記
の
文
人
と
の
交

に
關
す
る
物
の
ほ
か
に

も
、
淸
朝
と
朝
鮮
の
複
雜
な
關
係
を
物
語
る
興
味
深
い
㊮
料
が
あ
る
。

①　
「
金
德
雲

碑
」
拓
本

朝
鮮
國
折
衝
將
軍
、
僉
知
中
樞
府
事
、
大
淸
誥
贈
光
祿
大
夫
、
加
贈
太
子
太
保
、



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
八
八

ノ
子
ヲ
產
ン
ダ
ノ
デ
、
約
束
ニ
從
ヒ
素
早
ク
產
兒
ヲ
交
換
シ
タ
。

　

要
す
る
に
金
常
朙
の
妻
が
生
ん
だ
子
が
皇
子
に
な
っ
た
と
い
う
傳
說
で
あ
る
。

皇
帝
が
誰
で
あ
る
か
は
書
い
て
な
い
が
、
常
朙
の
年
代
か
ら
す
れ
ば
康
熙
帝
も
し

く
は
雍
正
帝
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
す
り
替
え
ら
れ
た
皇
子
と
は
雍
正
あ
る
い
は
乾

隆
と
な
る
。

　

こ
の
話
は
、
雍
正
帝
が
生
ま
れ
た
子
を
海
寧
の
陳
世
倌
の
子
と
取
り
換
え
た
の

で
、
乾
隆
帝
は
、
實
は
陳
世
倌
の
子
で
あ
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
乾
隆
漢
人
說
と

よ
く
似
て
い
よ
う
。
こ
の
傳
說
は
淸
代
に
は
す
で
に
あ
っ
た
と
思
え
る
が
、
當
然

な
が
ら
そ
の
時
朞
の
記
錄
は
な
く（
（（
（

、
比
較
的
早
く
、
か
つ
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
と

し
て
は

東

の
『
淸
朝
通
俗
演
義（
（（
（

』（
一
九
二
六
）
が
あ
り
、
現
在
で
は
金
庸
の

武
俠
小
說
『
書
劍
恩
仇
錄
』
に
よ
っ
て
あ
ま
ね
く
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。
右
の

朝
鮮
の
傳
說
が
中
國
の
影
响
か
否
か
は
不
朙
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
滿
州
人

に
征
服
さ
れ
た
漢
民
族
と
朝
鮮
に
同
類
の
傳
說
が
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

七　

お
わ
り
に

　

朝
鮮
の
燕
行
使
お
よ
び
通
信
使
と
中
國
、
日
本
の
文
人
と
の
交

に
つ
い
て

は
、
近
年
そ
の
國
家
を
越
え
た
個
人
と
し
て
の
關
係
を
重
視
し
て
、
こ
れ
を
東
ア

ジ
ア
の
文

共
和
國
と
よ
ぶ
說
が
提
唱
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
文

共
和
國
と
い
う
呼
稱

は
、
お
そ
ら
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
學
問
の
共
和
國
（La République des Lettres

）

に
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う（
（（
（

。
こ
の
槪
念
を
東
ア
ジ
ア
に
初
め
て
援
用
し
た

の
は
、
中
村
眞
一
郞
『
木
村

堂
の
サ
ロ
ン
』（
新
潮
社　

二
〇
〇
二
）
で
あ
る

か
と
思
え
る
。
中
村
は

堂
の
サ
ロ
ン
お
よ
び
そ
の
朝
鮮
通
信
使
と
の
交

を

「
文
學
共
和
國
」
ま
た
「
知
的
共
和
國
」
と
呼
ん
で
い
る
。
た
だ
同
書
で
は
、
朝

鮮
通
信
使
が

堂
を
訪
問
し
、
そ
の
サ
ロ
ン
に
參
加
し
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い

の
作
者
、
曹
☃

の
曾
祖
父
、
曹
璽
の
妻
、
孫
氏
が
㊒
名
で
あ
る
が
、
常
朙
の
母

と
は
、
順
治
、
康
熙
兩
帝
の
保
母
で
、
奉
聖
夫
人
を
贈
ら
れ
た
朴
氏
を
指
す
よ
う

で
あ
る（
（（
（

。

　

な
お
常
朙
の
從
孫
、
金
（
（（
（

（
？―

一
七
九
四
）
は
、
四
庫
全
書
副
總
裁
ま
た
武

殿
聚
珍
版
の
總
責
任
者
と
し
て
㊒
名
で
あ
り
、
そ
の
妹
は
乾
隆
帝
の
妃
（
淑
嘉

皇
貴
妃
）
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
朝
鮮
使
節
を
優
遇
し
、
武

殿
聚
珍
版
の
木
活

字
を
朝
鮮
使
節
に
讓
渡
も
し
く
は
賣
却
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う（
（（
（

。「
金
德
雲

碑
」
は
、
常
朙
、
金

な
ど
淸
朝
內

の
朝
鮮
出
身
者
の
活
動
を
考
え
る
う
え

で
貴
重
な
㊮
料
で
あ
ろ
う
。
淸
朝
皇
帝
が
朝
鮮
國
王
の
頭
越
し
に
、
そ
の

臣
に

官
位
を
追
贈
す
る
の
は
き
わ
め
て

例
で
あ
る
。

六　

乾
隆
帝
ま
た
は
雍
正
帝
を
朝
鮮
人
と
す
る
傳
說

　

上
記
「
金
德
雲

碑
」
に
つ
い
て
、

塚
博
士
が
京
城
帝
大
在

時
に
、
そ
の

現
狀
と
關
連
情
報
を
義
州
邑
か
ら

集
し
た
㊮
料
が
遺
品
の
中
に
あ
る
が
、
そ
こ

に
當
地
の
傳
說
と
し
て
「
皇
后
の
產
兒
取
換
」
と
題
す
る
話
が
み
え
る
。

　

時
ノ
淸
帝
ハ
多
ク
ノ
女
ノ
子
ヲ
持
ッ
テ
井
乍
ラ
一
人
ノ
男
ノ
子
ヲ
持
ッ
テ
井
ナ

カ
ッ
タ
爲
ニ
皇
后
ノ
男
ノ
子
ヲ
產
マ
レ
ル
コ
ト
ヲ
非
常
ニ
待
ッ
テ
井
ラ
レ
タ
。
然

ル
ニ
皇
后
ハ
孕
娠
シ
タ
ケ
レ
ド
モ
皇
后
自
身
ニ
於
テ
モ
今
回
モ
亦
女
ヲ
產
デ
ハ

愈
々
皇
帝
ヲ
失

サ
セ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
ヒ
、

モ
女
ノ
子
ヲ
產
ン
ダ
場
合
ニ
如

何
ニ
ス
ベ
キ
カ
ト
種
々
ト
思
案
ヲ
シ
テ
オ
ラ
レ
タ
。
時
恰
モ
金
常
朙
ノ
妻
モ
殆
ド

時
ヲ
同
ジ
フ
シ
テ
孕
娠
シ
テ
井
タ
ノ
デ
、
皇
后
ハ
祕
カ
ニ
金
尙マ
マ

朙
ノ
妻
ヲ
呼
ン
デ

シ
自
分
ガ
女
ノ
子
ヲ
產
ン
デ
、
金
常
朙
ノ
妻
ガ
男
ノ
子
ヲ
產
ン
ダ
場
合
、
素
早

ク
產
兒
ヲ
交
換
シ
テ
皇
帝
ノ
滿
足
ヲ
買
ハ
ン
ト
シ
テ
密
約
ハ
成
立
シ
タ
。
孕
朞
滿

チ
テ
愈
々

產
ガ
ア
ッ
タ
ガ
、
果
セ
ル
カ
ナ
皇
后
ハ
女
ノ
子
、
金
常
朙
ノ
妻
ハ
男



十
八
・
十
九
世
紀
朝
鮮
燕
行
使
の
淸
朝
に
お
け
る
交

一
八
九

起
者
推
仁
和
諸
昇
、
山
陰
王

。
昇
字
日
如
，
號
曦
庵
。
筆
亦
勁
利
，
然
失
之
勻

矣
」
と
あ
る

（
４
）　
『

子
園
畫
傳
』
二
集
（
大
東
急
文
庫

康
熙
刊
本
影
印　

勉
誠
出
版　

二
〇
〇

九
）
の
沈
心
友
「
畫
傳
合
集
例
言
」
に
、「
王

（
王
質
）、
諸
曦

，
武
林
名
宿

也
。
聞
畫
傳
二
集
之
請
，
兩
先
生
白
髮

，
欣
然
任
事
，
三
年
乃
成
。

竹
二

種
俱
曦

所
作
，

佐
之
」
と
あ
り
、
ま
た
「

譜
」
の
冐
頭
に
諸
昇
「

竹

譜
序
」
が
あ
る
。
同
書
第
三
册
、
小
林
宏
光
「
中
国
畫
譜
の
集
大
成―

『

子
園
畫

傳
』
初
集
・
二
集
・
三
集
の
全
貌
」
に
も
諸
昇
に
つ
い
て

單
な
說
朙
が
あ
る
。

（
５
）　

歬
揭
小
林
宏
光
論
文
の
諸
昇
「
竹
叢
雙
禽
圖
」（
圖
十
六
）。
ま
た
中
國
の
大
紀
元

文
化
網http://w

w
w
ga.epochtim

es.com
/b5/3/5/5/c12708.htm

に
泰
州

市
博
物
館

の
諸
升
「
墨
竹
圖
」
の
畫
像
が
み
え
る
。

（
６
）　

林
基
中
編
『
燕
行
錄
全
集
』
第
六
〇
册
、
東
國
大
學
校
出
版

、
二
〇
〇
一
、
中

國
復
旦
大
學
文
史
硏
究
院
・
韓
國
成
均
館
大
學
東
亞
學
術
院
大
東
文
化
硏
究
院
合
編

『
韓
國
漢
文
燕
行
文
獻
選
編
』
卷
二
五
、
復
旦
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
一
。
ま
た
韓

國
古
典
飜
譯
院
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
全
文
檢
索
で
き
る
。

（
７
）　
『
淸
史
稿
』
卷
三
二
二
「
曹
錫
寶
」（
中

書
局
標
點
本
三
三
册
）
に
、「
錫
寶
贈

副
都

史
，
其
子
江
視
贈
官
予
廕
。
錫
寶
，
一
士
從
子
，
再
世
居
臺
省
，
敢
言
名
。

家
㊒
甕
，
焚
諫

，
江
嘗
乞
諸
能
文
者
爲
詩
歌
，
傳
一
時
云
」
と
あ
る
。

（
８
）　

柳
得
恭
『
泠
齋
集
』
卷
七
「
渤
海
考
序
」、『
韓
国
文
集
叢
刊
』
二
六
〇
册
、
ソ
ウ

ル
、
民
族
文
化
推
進
會
、
二
〇
〇
〇
。

（
９
）　
『
燕
臺
再
遊
錄
』
四
⺼
一
五
日
に
、「（
曉
嵐
）
謂
余
曰
，
如
㊒
所

書
種
，
示
我

以
義
例
。
余
問
何
用
。
答
我
現

四
庫
全
書
校
勘
之
任
。
天
下
書
如
未
得
全
本
者
，

但
編
入
義
例
。
余
曰
，
我
非
噉
名
客
。
既
勤

索
，
故
錄
贈
渤
海
考
義
例
」
と
あ
る
。

（
10
）　

朴
齊
家
「
渤
海
考
序
」、『
貞

閣
文
集
』
卷
一
、『
韓
国
文
集
叢
刊
』
二
六
一
册
。

（
11
）　

李
德
懋
『
靑

館
全
書
』
卷
五
四
「
盎

記
」
一
、『
韓
国
文
集
叢
刊
』
二
五
八
册
。

（
12
）　
『
靑

館
全
書
』
卷
六
五
『
蜻
蛉
國
志
』
の
「

國
」
の
條
。

る
が
、
こ
れ
は
む
ろ
ん
誤
解
で
あ
っ
た
。
通
信
使
に
は
そ
の
よ
う
な
行
動
の
自
由

は
あ
た
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

十
八
、
十
九
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
知

人
の
交

に
、
文

共
和
國
と
稱
す
る
に

相
應
し
い
一
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
そ
こ
に
は
、

本
稿
で
述
べ
た
曹
江
と
柳
得
恭
と
の
交

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
國
家

、
民
族

の
矛
盾
が
隱
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
ま
た
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
儒
敎
的

敎
養
と
漢
詩
漢
文
の
能
力
に
基
づ
く
個
人
閒
の
友
情
と
相
互
の
國
家

の
矛
盾
は
、

日
本
を
訪
れ
た
朝
鮮
通
信
使
と
日
本
の
文
人
、
學
者
と
の
筆
談
記
錄
に
も
實
は
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

あ
る
い
は
こ
の
時
朞
の
朝
鮮
と
淸
朝
と
の
交

の
諸
相
に
つ
き
、
よ
り
視
野
を

廣
げ
る
な
ら
ば
、「
金
德
雲

碑
」
や
乾
隆
帝
漢
民
族
、
朝
鮮
人
傳
說
の
よ
う
に
、

錯
綜
し
た
國
家
關
係
と
民
族
意

の
齟
齬
が
、
そ
こ
に
胚
胎
し
て
い
る
こ
と
に
も

氣
づ
か
さ
れ
る
。
そ
れ
は
近
代
を
經
て
、
現
代
に
ま
で
つ
な
が
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
紹
介
し
た

塚
博
士
の
わ
ず
か
な
遺
品
は
、
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。

㊟
（
１
）　

塚
鄰

、

塚
朙
直
編
『
淸
朝
文
化
東
傳
の
硏
究―

嘉
慶
・
衟
光
學
檀
と
李
朝

の
金
阮
堂
』（
國
書
刊
行
會　

一
九
七
五
）。

（
２
）　

金
文
京
編
『

塚
鄰
博
士
遺
品
展
示
會
目
錄
解
題
・
講
演
會
「
東
ア
ジ
ア
近
世
の

書
籍
文
化
交

」
㊮
料
』（
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所　

二
〇
一
五
）。
講
演
は
鄭

珉
（
韓
國
漢
陽
大
敎
授
）、
陳
正
宏
（
中
國
復
旦
大
敎
授
）、

本
幸
夫
（
京
大
人
文

硏
客
員
敎
授
）
の
三
氏
に
よ
る
。
な
お
遺
品
は
、
燕
行
使
關
係
の
も
の
は
高
麗
美
術

館
に
寄
贈
、
そ
の
他
は
京
大
人
文
硏
所

。

（
３
）　

張
庚
『
國
朝
畫

錄
』（
乾
隆
四
年

泰
刊
本
）
卷
上
「
魯
得
之
」
の
條
に
、「
繼



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
九
〇

（
24
）　
『
高
宗
實
錄
』
三
四
卷
三
三
年
二
⺼
十
日
、『
純
宗
實
錄
』
四
卷
、
隆
熙
四
年
（
一

九
一
〇
）
七
⺼
十
八
日
の
項
參
照
。

（
25
）　
『
灤
陽
錄
』（『
遼
海
叢
書
』）
卷
二
「
圓
朙
園
扮
戲
」
に
、「
工

尙
書
金

者
，

常
朙
之
從
孫
。
常
朙

我
義
州
人
，
僉
中
樞
德
雲
曾
孫
。
德
雲

在
州
南
山
」
と
あ

る
。

（
26
）　
『
景
宗
實
錄
』
十
三
卷
，
三
年
（
一
七
二
三　

雍
正
元
年
）
九
⺼
十
日
に
、「
都
承

旨
金
始
煥
，
仍
陳
常
朙
本
末
曰
︰
此
乃
我
國
義
州
人
子
孫
也
。
其
曾
祖
丁
卯
被
虜
，

而
其
母
於
康
熙
㊒
阿
保
之
功
，
故
其
子
孫
爲
康
熙
所
愛
恤
。
常
朙
仍

世

，
方

帶
鳥
鎗
摠
管
。
通
官
輩
皆
其

下
也
。
亦
爲
新
皇
所
偏
愛
，
新

擢
，
昵
侍
左
右
。

譯
舌
輩
居
閒
徃
來
，
渠
言
身
雖
在
此
，
心
不
忘
本
。
本
國
凢
事
，
極
力
周
旋
云
」、

『

祖
實
錄
』
七
卷
，
一
年
（
雍
正
三
年
）
九
⺼
十
二
日
に
、「（
左
議
政
閔
）
鎭
遠

曰
︰
我
國
事
，
金
常
朙
每
盡
力
周
旋
，
而
常
朙
之
先

在
於
我
國
地
，
故
聞
欲
竪
碑
，

而
彼
國
贈
以
光
祿
大
夫
，
且
得
我
國
折
衝
將
軍
之
㊮
必
欲
竝
書
云
。
未
知
渠
何
由
得

我
國
官
㊮
也
，
我
國
當
爲
之
立
碑
，
而
亦
當
依
其
所
願
書
之
。
以
大
淸
光
祿
大
夫
朝

鮮
國
折
衝
將
軍
，
可
乎
？　

上
曰
︰
雖
甚
可
笑
，
當
以
此
書
之
矣
」
と
あ
る
。

（
27
）　
『

祖
實
錄
』
十
一
卷
，
三
年
（
雍
正
五
年
）
閏
三
⺼
三
日
に
、「

朙
史
記
我

朝
仁
祖
事
，
語
多
構
誣
，
淸
國
方
修
朙
史
，
故
歬
後
使
行
每
請
改
而
不
許
。
是
行
也
，

淸
國
執
政
常
朙
者
爲
之
周
旋
，
略
改
字
句
，
仍
示
謄
本
，
使
臣
受
還
而
猶
未
盡
改

矣
」
と
あ
る
。

（
28
）　
『
聖
祖
仁
皇
帝

製
文
集
』（
四
庫
全
書
本
）
卷
六
「
敕
諭
」
に
、「
諭
禮

︰
世

祖

皇
帝
乳
母
朴
氏
，
保

先
皇
，
克
昭

愼
。
朕
躬
幼
時
，
殫
心
調

。
…
…
今

封
爲
奉
聖
夫
人
」
と
あ
り
、『
淸
朝
實
錄
』「
康
熙
朝
」
卷
六
七
、
康
熙
十
六
年
七
⺼

庚
子
（
二
五
日
）
に
も
同
文
が
み
え
る
。『
淸
稗
類
鈔
』「
宮
闈
類
」
の
「
世
祖
乳
母

封
奉
聖
夫
人
」
參
照
。

（
29
）　
『
國
朝
耆
獻
類

』
初
編
卷
九
十
（『
淸
代
傳
記
叢
刊
』
十
九
册　

朙
文
書
局　

一

九
八
六
）
六
五
七
頁
に
傳
が
あ
る
。

（
13
）　

と
も
に
『
泠
齋
集
』
卷
七
に
み
え
る
。

（
14
）　
『
廣
印
人
傳
』（
宣

二
年　

西
泠
印
社
刊
）、『
印
人
傳
集
成
』（
汲
古
書
院　

一

九
七
六
）
二
二
三
頁
。

（
15
）　
『
澹
吟
樓
詩
鈔
』（
上
海
古
籍
出
版
社　

二
〇
一
〇
、
影
印
乾
隆
二
二
年
刊
本
）。

（
16
）　

端
方
『
壬
寅
銷
夏
錄
』「
癸

夏
日
，
定
軒
先
生
出
示
戒
壇
先
祠
圖
册
。
謹
題
五

律
四
首
，
以
志
景
仰
。
今
秋
先
生
復
繪
此
圖
，
欲

諸
祠
，
因
重
書
之
。
時
甲
子
七

⺼
二
十
五
日
也
。
嘉
定

寶

拜

。」

（
17
）　
『
燕
行
錄
全
集
』
第
七
五
册
。

（
18
）　
『
貞

閣
四
集
』「
燕
京
雜
絕
。
贈
別
任
恩
叟
姊
兄
、
追

信
筆
。
凢
得
一
百
四

十
首
」
其
三
十
一
に
「
輶
軒
聞
所
聞
，
風
子
得
官
去
。
傲
吏
無
世
情
，
狂
名

何
處
。

張
衟
渥
，
字
水
屋
。
罷
官
楊
州
鹽
運
。
自
稱
風
子
，
聞
飄
（
？
）
復
以
知
州
用
。」

『
韓
国
文
集
叢
刊
』
二
六
一
册
。

（
19
）　

徐
世
昌
『
晚
晴
簃
詩
匯
』（
中

書
局　

一
九
九
〇
）
第
五
册
卷
一
〇
三
、
四
三

五
八
頁
。
ま
た
同
書
卷
一
〇
二
「
法
式
善
」
に
「
和
張
水
屋
衟
渥
遊
西
山
詩
」
が
あ

る
（
四
二
八
六
頁
）。

（
20
）　

錢
仲
聯
『
淸
詩
紀
事
』（
江

古
籍
出
版
社　

一
九
八
九
）
第
十
一
册
乾
隆
朝
卷

七
七
一
一
頁
。

（
21
）　

翁
方
綱
の
「
跋
楊
忠
愍
公
墨
迹
卷
」（『
復
初
齋
文
集
』
卷
三
一
、
續
修
四
庫
全
書

第
一
四
五
五
册
）
に
、「
浮
山
張
水
屋

此
卷
，
持
來

齋
俾
予

誦
而
題
其
後
」

と
あ
る
。

（
22
）　
『
高
宗
實
錄
』
十
八
卷
，
十
八
年
十
⺼
二
十
九
日
に
「
召
見
冬
至
三
使
臣
。
正
使

洪
鍾
軒
、
副
使
金
益
容
、
書
狀
官
曺
寅
承
」
と
あ
る
。
略
傳
は
『
韓
国
民
族
文
化
大

百
科
辭
典
』（
韓
国
精
神
文
化
硏
究
院　

一
九
九
一
）
に
見
え
、
揭
載
書
幅
に
「
東

谷
居
士
」
と
あ
る
。

（
23
）　
『
高
宗
實
錄
』
二
七
卷
二
七
年
十
一
⺼
十
三
日
に
「
召
見
冬
至
三
使
臣
。
正
使
李

珪
永
、
副
使
曺
寅
承
、
書
狀
官
鄭
雲
」
と
あ
る
。



十
八
・
十
九
世
紀
朝
鮮
燕
行
使
の
淸
朝
に
お
け
る
交

一
九
一

（
30
）　

陳
正
宏
『
東
亞
漢
籍
版
本
學
初
探
』（
中
西
書
局　

二
〇
一
四
）「
乾
隆
庚
戌
辛

朝
鮮
燕
貿
活
字
考
」
參
照
。

（
31
）　

中
國
の
ネ
ッ
ト
「
人
民
網
」
な
ど
に
よ
る
と
、
淸
末
の
天
嘏
『
淸
代
外
史
』
に

「
弘
曆
非

洲
種
」
が
あ
る
と
い
う
が
未
見
。

（
32
）　

東

『
淸
朝
通
俗
演
義
』（
浙
江
人
民
出
版
社　

一
九
八
〇
）
第
三
十
回
、
三

六
回
。
許
嘯
天
『
淸
宮
十
三
朝
演
義
』（
一
九
二
六
）
に
も
見
え
る
。
ま
た
孟
森
『
海

寧
陳
家
』（
北
京
大
學
出
版
　

一
九
四
八
）
參
照
。

（
33
）　

高
橋
博
巳
『
東
ア
ジ
ア
の
文

共
和
國―

通
信
使
・
北
學
派
・

堂
』（
新
典

社　

二
〇
〇
九
）、
정
민
（
鄭
珉
）『
18
세
기　

한
중
지
식
인
의　

문
예
공
화
국
（
十
八

世
紀
韓
中
知

人
の
文

共
和
國
）』（
文
學
ト
ン
ネ　

ソ
ウ
ル　

二
〇
一
四
）。

（
34
）　

Ｈ
．
ボ
ー
ツ
・
Ｆ
．
ヴ
ァ
ケ

、
池
端
次
郞
・
田
村

男
譯
『
學
問
の
共
和
國
』

（
知
泉
館　

二
〇
一
五
）
參
照
。

（
35
）　

金
文
京
「『

遇
錄
』
と
「

堂
雅
集
圖
」―

十
八
世
紀
末
日
朝
交

の
一
側

面
」（『
東
方
學
』
一
二
四
輯　

二
〇
一
二
）
參
照
。

　

本
論
文
は
、
二
〇
一
五
年
度
、
韓
國
學
中
央
硏
究
院
「
韓
國
學
世
界
化LAB

成
事
業
」（2011-AKS―
2011

）
に
よ
る
成
果
の
一

で
あ
る
。


